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Research for Adhesive-type Post lnstalled Anchor for Concrete 

























































































































s ( t)二sO+a・t^b -・(1)式
ここで、 s(t) : t時間後の変形量の予測値






































し量を変位計で測定した。 経過時点での予測抜け出し量は O.225酬 となってい
3-3.実験結果と考察 る。この値は、同じ長さのアンカ一筋を単純に引っ
実験自体は平成27年に入ってからもなお継続 張ったときの引張降伏時のひずみ度から求められる伸
中である。この項では、実験(引張力載荷)開始 び量よりも小さいので、 100年実験を継続したと して
から 118日までの結果を述べる。なお、実験期間 もアンカ一筋が引張破断することはない。その意味
中の温湿度を測定した結果、平均温度は で、「無機系アンカ でー、は清掃不良状態で、あっても長期
24. 820C、平均湿度 84.99%であった。 間作用する引張力に対して終局的な安全性は確保され





























































































































は、 本研究遂行中に体調を崩され、平成27年 8月 15
日に逝去されました。ここにご冥福をお祈り申し上げ
ます。
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